
＂観光地点検

「ツチノコ」をご存じだろう

か。いわゆるUMA（ユーマ）

の一種である。 UMAとは目撃

例や伝聞などによる情報はある

が、実在は確認されていない生

物のことだ。ネス湖に住むとい

うネッシーや、ロッキ一山脈の

ビッグフットなどが有名だ。ツ

チノコは1972年に作家の田辺

聖子氏による小説『すべってと

ろんで』でツチノコ探しが描か

れ、 73年には、『釣りキチー

平］で有名な漫画家の矢口高雄

氏が『幻の怪蛇パチヘビ』を発

表したことで全国的に有名にな

り、ツチノコブームが起とったO

今回はこの「ツチノコ」でま

ちおこしを行った奈良県の下北

山村を取り上げ、コンテンツと

いう考え方を用いて、地域資源

をいかに観光コンテンツにして

いくか考察したい。

ファンづ’くり活動の一つ

いるのかいないのかわからな

いものを観光資源にして観光振

興ができるものだろうか。

下北山村では88年｜こ、地域

住民によるツチノコの目撃証邑

奈良県立大学地域創造学部講師

岡本健

ツチノコで人を呼び交流
拡張現実をコンテンツ化

をきっかけとして、ツチノコ探 とが目的のつである。そして、

検やツチノコシンポジウムなど そうしたイベン卜で参加者と交

のイベン卜が実施された。生け 流を積み重ねることによって、

捕り 100万円、死体なう30万 閉鎖的な地域の体質改善を図り、

円、写真でも10万円の賞金が 下北山村に住みたいという人々

ついた手配書が作5れ、一般参 を受け入れられる土壌を作るこ

加者100人、報道陣80人、村 とがもう つの目的であった。

民30人が集まった。下北山村 これらの目的を達成するため

はアクセスが良いとは言い難い 「突進鍋の集いJや「ホタルの
地域だ。奈良県の県庁所在地で 源平合戦」といった交流イベン

ある奈良市から、電車で約2B寺 卜が行われた。りピーターの参

問、その後、パスで2時間半ほ 加者も多いそうだ。現在でも、

どもかかる場所である。その場 自然環境や農業、畜産業の体験

所に、遠くは新潟や広島から 型メニューなど‘で都市生活者を

般参加者が100人も集まった。 迎える。

89年には「ツチノコ共和国j 「うちの地元には何もない」

を建国している。国民になる条 と言う言説は、観光振興に取り

件は「遊び心の村お乙し活動を 組む場面で良く聞かれる言葉で

理解できる」ことと、 年分の ある。そういう意昧では、下北

税金l,000円と手数料ト000 山村にも何も無かった。交通の

円の納入。 l年で700人以上 便は悪く、他の地域に見られ芯

の国民、 99年の段階でl,700 い独自の観光資源を持っていた

人にパスポ 卜を発行している。 わけでも無い地域が「ツチノ

地域づくり団体ツチノコ共和 コ」という、存在が確定してい

国のウ工ブサイトによると「ツ ない対象を用いて遊び心のある

チノコ共和国」はツチノコ探し 活動を実施して誘客し、リピ

が主目的の団体では芯い。下北 ターまで得ている。ツチノゴの

山村のファンづくり活動の一つ 目撃談や昔の目撃記録から、こ

であり、都市部に住む人々との こまでの展開を成し遂げたのは

交流による地域活性化をねらい 驚異的である。

として、自然を生かしたイベン

卜を開催することで、下北山村 遊びの世界創造、観光資源に

への来村のきっかけをつくるこ 観光資源が見られない可能性
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のある旅行はもちろん存在する。

動植物や流氷などの人闘が操作

不可能な自然現象を見に行く旅

行がそうだ。動物や自然現象は、

環境やタイミングによって、見

るととができない場合がある。

しかし、これらは確実に存在す

ることが分かっている対象であ

る。ツチノゴの場合、目撃証言

や記録芯どは残っているものの、

捕獲はされておらす、存在それ

自体確認されていないため、見

られる可能性は低い。

今回のケースで、旅行者は一

体何を楽しんでいるのだろうか。

とのことを分析する上で重要

な概念として「コンテンツjを

挙げたい。コンテンツとは、情

報がなんらかの形で創造、編集

されたものであり、それ自体を

消費するととで楽しさを得うれ

る情報内容のことである。映画

やアニメ、マンガ、音楽などが

それに含まれる。また、乙のコ

ンテンツは、デジタルコンテン

ツとアナログコンテンツに分け

ることができる。デジタルコン

テンツとは、インターネット上

で流通できるもので、アナログ

コンテンツは現実空間上で結実

禁複製・無断転載

するものだ。アナログコンテン

ツの中には、自然現象や景観、

現地の文化や祭り、絵画や彫刻

などが含まれ、観光資源になり

得る。コンテンツの元となる情

報はコンテンツ源と言う。

このような考え方を導入した

場合、下北山村の取り組みは、

地域の風景や環境と、ツチノコ

というコンテンツ源を合わせ、

そ乙に地域の人々との関わりを

加えてツチノコ共和国というコ

ンテンツを創りあげた事例であ

ると分析することができる。旅

行者は観光資源であるツチノコ

を見ることができ芯いことは織

り込み済みで、その地を「ツチ

ノコがいるかもしれない場所」

とみ芯して遊ぶのだ。都会から

遠く離れた山聞の村はそうした

場所として説得力を持っただろ

っ。
なんとも他愛のないととのよ

うに思われるかもしれないが、

ここに観光の本質が見える。近

年、情報通信機器が発達しAR

（拡張現実）技術の活用が進ん

でいる。機器を通して現実空間

を見ると、そこに物体やテキス

卜が重芯って見える技術で、観

t今後の課題 ノ

観光資源として「本物」が価

値を持つことがある。もちろん、

そのこと自体は否定すべきもの

ではないが、観光振興を行う際

に考えなければならないことと

して、とれまで説明してきた

「拡張現実」と「コンテンツ

化Jは重要である。旅行者にど
のよう芯拡張現実を見てもらう

のか、そしてそれを楽しめる情

報であるコンテンツに昇華させ

ることができるか。こう考えれ

ば、地域に存在するあらゆる資

源がコンテンツ源となり、やり

方次第で様々なコンテンツを創

りだすことができる。

コンテンツを創りだすことが

できれば、それに興昧、関心の

ある人々が集まってくる。そこ

では地域の人々と旅行者、そし

て、旅行者同士の出会いが生ま

れる。とのコンテンツが無けれ

ば出会うことが無かったかもし

れない人々の出会いだ。この出

会いを大切にし、そこからさら

に新しいコンテンツを創造でき 1 

れば、持続可能な観光にもつな ｜ 

がってい？三 ？」
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